
地

球

節
二
十
三
各

節
四
雛

天

八

倒
六

小
作
人
の
子
女
は
'

そ
の
工
場
は
於
け
る
券
偽
者
の
任
務
を
引
受
け
て
ゐ
る
の
で
あ
る
｡
常
で
の
俵
屋
新
ロー
に
放
て

も
､
そ
の
新
町
の
附
並
は
申
す
迄
も
を
-
､
俵
屋
､
一
旦
川
､
閣
柿
場
の
村
落
は
放
て
79
工
場
が
設
立
n
れ
て
ゐ
る
｡

そ
こ
に
営
ま
れ
る
､
新
し

さ
生
活
が
奮
衆
の
停
統
h
l如
何
は
改
塾
し
て
行
-
か
は
今
後
の
問
題
で
あ
ら
う
｡

弧
記
､
琉
料
の
供
出
を
許
さ
れ
'
柁
々
の
古
伸
に
付
き
御
教
示
下
さ
っ
た
日
根
野
村
長
新
政
治
氏
及
川
柑
輿
兵
術
氏
に
状
謝
す
る
O
･2
こ
の
柿
庇
の
不

光
条
な
記
述
に
も
数
桝
の
邪
他

州
充

を
必
嬰
と
し
た
が
､
そ
れ
は
取
捌
･l=･=
三
官
印
鉛
記
念
骨
の
助
成
に
ょ
つ
て
行
ひ
柑
た
も
の
で
あ
る
｡

北
海
遺
贈
振
閣
山
越
都
ボ

ン
セ
イ

ヨ
ウ
べ
ツ

及
び
夏
路
の
瀬
棚
統
月
催
石
に
就

い
て

北
海
道
南
西
部
の
新
捷
代
暦
は
就

い
て
澱
近
長
尾
巧

博
士
､
佐

々
保
雄
撃
士
の
詳
細
を
御
研
究
に
依
-
､
同

地
方
の
瀬
棚
就
(
上
部
鮮
新
世
)
に
は
多
数
の
月
化
石
が

含
ま
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
明
か
に
な

っ
た
｡
筆
者
は
去
年

の
夏
山
越
郡
八
雲
町
に
在
る
穂
川
曲炭
場
に
遊
び
､
其
の

間
附
近
に
鷹
す
る
化
石
を
採
基
し
た
の
で
此
庭
に
其
の

大

炊

御

門

経

輝

概
略
を
述
べ
た

い
と
瓜
ふ
｡

八
雲
町
は
噴
火
轡
に
臨
み
'
圃
舘
か
ら
親
賂
八

一
二

粁
､
急
行
で
約
二
時
間
の
感
に
あ
る
｡
飴
談
で
あ
る
が

八
雲
町
は
明
治
十

1
年
嘗
尾
張
藩
主
穂
川
慶
勝
僕
が
北

海
道
開
拓
と
士
族
授
産
の
馬
に
開
拓
使
か
ら
此
の
土
地

に
官
有
原
野
地
の
下
附
を
受
け
薦
藩
士
申
よ
-
志
望
者



を
移
住

さ
せ
ー
家
を
典

へ
叉
土
地
か
ら
の
収
穫
で
銑
計

が
立
つ
ま
で
は

珪
活
は

要
す
る

一
際
の

物
品
を

供
給

し
た
｡
期
で
夏
は
漉
霧
の
襲
凍
h
tう
け
.
冬
は
降
雪
に

悩
ま

ruれ
る
北
渥
道
で
も
可
を
-
束
保
に
恵
ま
れ
を

5'

此
の
土
地
で
移
住
民
及
び
指
導

者
は
.涙
ぐ
ま
し

い
林
の

努
力
を
し

て'
何
度
か
の
失
敗
に
も
め
げ
ず
'
失
敗
の

鮭
脇
を
基
と
し
て
非
び
立
ち
'
七
噛
八
起
し
て
蓬
に
昔

は
ア
イ

ヌ
の

一
小
部
落
は
過
ぎ
夜
か
つ
ね

ユ
ク
ラ
ッ
プ

が
今
日
で
は
練
歩
､
早
熟
性
の
大
小
豆
､
玉
萄
黍
を
主

産
と
L
t
特
に
馬
鈴
薯
と
畜
産
で
名
高

い
八
雲
町
と
在

る
に
至
っ
た
｡

ユ
ツ
ラ
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プ

八
雲
町
の
北
を
流
れ
て
噴
火
轡
に
注
ぐ
粧

楽

部

川
の

上
流
鉛
川
(
八
雲
町
の
酉
芳
約
四
粁
)
か
ら
大
猟
=:旗
場
に

至
る
約
四
粁
の
間
に
は
此
の
附
鑑
を
標
式
地
と
す
る
八

雲
統
(
上
部
中
新
世
)
の
質
岩
の
露
出
が
頂

い
て
居
る
｡

八
雲
紋
に
は
月
化
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が
乏
し
-
､
債
に
遊
楽
部
川
の
支

流

ペ
ン
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ル
ぺ
シ
ぺ
川
の
上
流
で
頁
岩
中
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囲
塊
か
ら
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n
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D
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n
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m
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の

破
片
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得

た
の
は
過
ぎ
な
か
っ
た
O

大
猟
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方
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べ
ヅ
及
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約
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に
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各

々
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め
-
長
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士
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佐

々
撃
士
に
依
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夏
賂
貝
砂
層
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名

附
け
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枕
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只
化
石
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の
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敏
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述
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兼
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黒
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徳
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る
が
ー
本
欄
と
近
縁
的
係
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有
す
る
も
の
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P

e
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n
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s
Y
o
k
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a
m
a
,
P
I
C
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e
n
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Y
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両
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を

C
h
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y
s
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n
u
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に
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居
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が
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の
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は
n
て
置
き
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以
上
の
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申

P.

h
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o
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C
.
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C
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け
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模
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は
銃
級
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-
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有
数
片

の
放
射
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は
線
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劃
し
､
右
穀
片

は
殆
ど
平
ら
で
､
肋
は
鋸

頂
を
豊
す

る
｡
然

し
此
の
特
徴
は
個
憶
に
ょ

身
差
異
が

あ
っ
て
純
粋
在
品
種
と
し

ての
布
衣
を
多
-
の
尊
者
か

ら
疑
は
れ
で
居

る
｡
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